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Ⅰ．緒言

　野球は相手チームより多くの得点を記録して，
勝つことを目的とするスポーツ（日本プロフェッ
ショナル野球組織，全日本野球協会，2020）で
あり，打撃能力を高めることは多くの得点を記
録するために重要である．安打や長打を放つに
は打球の速さや打球飛距離が必要になる．スイ
ング速度は打球速度や打球飛距離と大きく関係
しており（城所ほか，2011；森下ほか，2012；
大藪，1979），スイング速度を高めることは打
撃能力を向上させるうえで重要なテーマの一つ
である．
　野球の指導現場において，体作りを目的と
して，ウエイトトレーニングを行うだけでな

く，食事の回数を増やすことや，一食あたり
の摂取量を増やすなど，「食トレ」といわれる
ことが広く行われている（大利，2018；上田，
2018；隈元，2018；尾崎，2019；Timely WEB，
2018；吉池，2019）．そこでは，目標体重が掲
げられ，体重増加を目指す様子がうかがえ，体
重増加により，打撃力が向上するという見解が
みられる．体重を構成する主要な成分は除脂肪
量と体脂肪量に分けて考えることができる（小宮，
2004）．体組成の研究では体重を除脂肪量と体
脂肪量に二分する2成分モデルが一般的であり

（小宮・中尾，2002），スイング速度と除脂肪量
の関係について先行研究で議論されてきた．除
脂肪量は筋量と密接な関係があるため（小宮・
中尾，2002），除脂肪量が多いことは大きな力

大学野球選手における除脂肪量・体脂肪量とスイング速度の関係

小野寺　和也 1）　　白坂　牧人 1）　　森本　吉謙 1）　　入澤　裕樹 1）

1）仙台大学体育学部

Kazuya Onodera1) , Makito Shirasaka1) , Yoshikata Morimoto1) , Yuki Irisawa1) : Relationship between 
lean body mass, body fat mass and bat swing velocity of college baseball players. : Bulletin of 
Sendai University, 52 (2) : 01-05, March, 2021.
1) Sendai University Faculty of Sports Science

仙台大学紀要
Vol. 52, No.2 01-05, 2021

研究資料

Abstract: This study clarified the relationship between lean body mass, body fat mass and bat 
swing velocity in Japanese college baseball players. The subjects were 20 college baseball players. 
We measured their bat swing velocity. Moreover, lean body mass and body fat mass were 
measured using Inbody770. As a result, a significant correlation was found between lean mass 
and bat swing velocity（r=0.750，p<0.01）. On the other hand, no significant correlation was 
found between body fat mass and swing speed（r=0.189,n.s.）. These suggest that it is important 
to increase lean body mass when trying to gain weight to improve bat swing velocity, and that 
increasing body fat mass may not contribute to the improvement of bat swing velocity.

batting，body composition，InBody770

バッティング，身体組成，InBody770

1



発揮を伴う動作を行う際に重要であるとされ
（Wilmore and Haskell，1972），除脂肪量とス
イング速度には相関関係があるという報告が散
見される．Szymanski et al.（2009）は，諸外
国の大学野球選手を対象として除脂肪量とスイ
ング速度の関係について検討された研究におい
て有意な相関関係が認められたことを報告して
いる．日本人大学野球選手を対象として検討し
たものには笠原ほか（2012）がある．ここでも
除脂肪量とスイング速度の間に有意な相関関係
があったことが報告されており，除脂肪量の増
加はスイング速度の向上に貢献する可能性が指
摘されているが，日本人大学生を対象とした報
告はこの一件のみであり他に見当たらない．ま
たこれらの先行研究において，体脂肪量とスイ
ング速度の関連性については言及されていない．
これらの関係を明らかにし知見を積み重ねるこ
とは，スイング速度を高める方法を検討するう
えで重要である．そこで本研究は，日本におけ
る大学野球選手を対象として，除脂肪量および
体脂肪量とスイング速度の関連性を検討し，ス
イング速度を高める方法を検討する資料を得る
ことを目的とした． 
 
Ⅱ．方法

１．対象者
　X大学野球部の一軍に所属する大学生野球
選手20名（男性，年齢20.6±0.7歳，身長1.73±
0.06m，体重75.5±6.2kg）を対象とした．ポジ
ションの内訳は捕手3名，内野手9名，外野手8
名であり，右打者が9名，左打者が11名であった．
対象者には，本研究の目的，内容および個人情
報の取り扱いについて予め説明し，研究対象者
となる同意を得た．未成年者に対しては本人お
よび保護者の同意を得た．なお本研究は仙台大
学倫理審査会の承認を得て実施した（承認番号
2020-02）．

２．測定項目と測定方法
１）スイング速度

　スイング速度の計測はマイクロ波セン
サーを用いたマルチスピード測定器（RED 

EYES POCKET HS-120，横浜ゴム社製）を
用いて行った．森本ほか（2015）を参考に，
軸足（右打者は右足，左打者は左足）のつま
先を基準として，打撃方向の前方1.7ｍ，対
象者側方0.9ｍ，高さ0.75mの位置となるよう
にスピードガンを設置して素振りを行いスイ
ング速度の計測を行った．十分なウォーミン
グアップを行った後，10回の素振りを全力で
行えるように間隔をあけながら計測し，10試
技の平均値をスイング速度とした．対象者に
は，各試技で最大のバット速度を発揮し，バッ
ト先端がマイクロ波センサーの光軸上を通過
するように求めた．なお本装置の信頼性は
Miyaguchi& Demura（2012）による再テス
ト法により確認され，Miyaguchi& Demura

（2012），勝亦・森下（2017），森本ほか（2020），
内藤（2020）の先行研究で使用されている． 

２）除脂肪量・体脂肪量
　InBody770（インボディ・ジャパン社製）
を用いて測定した．測定は，ハーフパンツと
ティシャツ一枚の服装で昼食前の空腹時に
行った．対象者は靴下を脱ぎ裸足になり電極
板に乗り，グリップの両端を手で把持させ測
定した． 
　本装置はマルチ周波数生体電気インピーダ
ン ス 法（bioelectrical impedance analysis：
以下BIA法）により体組成を測定する機器
である．BIA法は身体に複数の微弱な電流
を流した際の電気抵抗により体組成を推定
する方法である（小宮・中尾，2002）．BIA
法で測定された結果には装置間で違いがあ
る可能性を指摘する報告もある（石井ほ
か，2019）が，InBody770の信頼性について，
二 重 X 線 吸 収 測 定 法（Dual-energy X-ray 
absorptiometry：以下DXA法）の測定結果
との間に高い相関関係が認められている（Lee 
et al., 2018；McLester et al., 2018）ことや，
体脂肪量，除脂肪量の変化を評価する場合に
DXA法との間に統計的な有意差がみられな
かったことからDAX法の代替手段となる可
能性が指摘されている（Antonio，2019）． 
BIA法は非侵襲性のため安全で測定が簡便で
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あるためスポーツ現場で活用されており（荒
川ほか，2018；上村ほか，2007；佐藤ほか，
2019；仙石ほか，2011；虎石・上西，2011），
InBody770もスポーツ選手の体組成に関する
研究において活用されている（Hagiwara et 
al.，2017；Kim et al.，2019）．

３）統計分析
　データの分析はスイング速度と各測定項目
の関連を検討するために，ピアソンの相関係
数を求め，有意水準は5％未満とした．

 
Ⅲ．結果

　測定結果の平均値および標準偏差は，スイ
ング速度が132.0±8.6km/hであり，除脂肪量が
63.0±5.1kg，体脂肪量が12.6±3.0kgであった．
　図1および図2はスイング速度と各項目の値を
示した散布図である．スイング速度と除脂肪量
の相関係数はr=0.750であり有意な相関が認め
られた（p<0.01）．スイング速度と体脂肪量の
相関係数はr=0.189であり有意な相関は認めら
れなかった．

図 1　スイング速度×除脂肪量

図 2　スイング速度×体脂肪量

Ⅳ．考察

　スイング速度と除脂肪量の平均値について，
本研究ではスイング速度が132.0±8.6km/h，除
脂肪量が63.0±5.1kgであった．日本人を対象
とした笠原ほか（2012）の報告ではスイング速
度が122.9±9.0km/h，除脂肪量が60.5±5.5kgで
あり，本研究の対象者がいずれも高い値を示し
た．本研究の対象者は大学野球の一軍に所属し
ている選手のみを対象としている一方で，笠原
ほか（2012）の研究では，一つの大学に所属し
ている部員95名を対象としており，一軍以外の
選手も含まれていると考えられる．このことが，
本研究の対象者がスイング速度，除脂肪量とも
に高い値を示した一つの要因であると考えられ
る．
　本研究ではスイング速度と除脂肪量の間に有
意な相関関係が認められ，諸外国選手を対象に
した研究（Szymanski et al.，2009），日本人選
手を対象とした研究（笠原ほか，2012）を支持
する結果となった．大きなスピード・パワーを
発揮するためにはその基礎である筋力の向上
を図ることが大切であり（中垣，2018），先行
研究においてスイング速度と握力（笠原ほか，
2012；奥村，2001；澤村ほか，2006），背筋力

（笠原ほか，2012；奥村，2001），スクワットの
最大挙上重量（澤村ほか，2006；小野寺ほか，
2019），ベンチプレスの最大挙上重量（小野寺
ほか，2019）との間に相関関係が認められてい
る．最大筋力は基本的に筋断面積に比例するた
め，筋量の大きさは最大筋力と大きな関係があ
る（石井，2009）．筋量が多いほど除脂肪量も
多くなる（小宮，1998）ことから，大学野球球
選手がスイング速度を向上させるために除脂肪
量の増加を行うことはスイング速度の向上に意
義のあることであると考えられる．
　一方で，スイング速度と体脂肪量の間に有意
な相関関係は認められなかった．この要因とし
て，体脂肪それ自体には筋力を発揮する機能を
有していない（小宮，1998）ことがあげられる．
スイング速度と体脂肪量の間に相関関係がない
ことから，体脂肪量の増加はスイング速度の向
上につながらない可能性が高い． 
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　以上のことから，スイング速度の向上のため
に体重増加を試みる際には，除脂肪量を増加さ
せることが重要であり，体脂肪量の増加はスイ
ング速度の向上に貢献しない可能性が示唆され
た．本研究では各測定値とスイング速度との相
関関係を検討したのみであり，因果関係を検証
したわけではない．今後，トレーニングや食事
に介入を行い身体組成の変化とスイング速度の
変化の関係について検討するなどの縦断的研究
を行い因果関係について検証することが課題で
ある． 
 
まとめ

　本研究の目的は，日本における大学野球選手
を対象として，除脂肪量および体脂肪量とスイ
ング速度の関連性を検討し，スイング速度を高
める方法を検討する資料を得ることであった．
その結果，除脂肪量とスイング速度の間には有
意な相関関係が認められた．一方で体脂肪量と
スイング速度の間には有意な相関関係は認めら
れなかった．このことから，スイング速度の向
上のために体重増加を試みる際には，除脂肪量
を増加させることが重要であり，体脂肪量の増
加はスイング速度の向上に貢献しない可能性が
示唆された．
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